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世界規模で進む社会の高齢化により、医療費・医療資源の効率

的な配分は、高水準の医療・福祉を維持するべく、先進諸国にお

いて重要な問題となっています。特に日本では、既に 65歳以上

の高齢者の割合が人口の4分の1を超えており、WHOが定める「

超高齢社会」となっています。年間の医療費も40兆円を超えてお

り、深刻な状況にあります。このような中で、将来に向けて高水

準の医療・福祉の持続、および、医療技術のさらなる発展を図る

ためには、その基盤となる信頼できる科学的根拠が不可欠です

。ネットワークメタアナリシス（network meta-analysis）は、過去

に行われた臨床試験の結果を統合し、利用可能な治療方法を系

統的に比較・評価するための新しい方法論です。我々は、

Amsterdam自由大学、Oxford大学、東京大学、京都大学などの

先進的な研究グループと協同して、これらの方法を用いて、医療

や社会に還元できる最先端の知見を構築するための研究を行っ

ています。図１は、2019年のJAMA Psychiatry誌に掲載された、

うつ病の認知行動療法の実施方法（個人／グループレベルのカ

ウンセリング，スマートフォン認知行動療法など）を比較したネット

ワークメタアナリシスの分析結果です。過去に行われた150以上

の臨床試験（総参加者数1万5千人以上）のデータの統合解析を

行い、手法間の有効性・有用性についての系統的な比較を行い

ました。国際的にも高い評価を得ることができ、 ISI Web of

Scienceで、Top PaperおよびHighly Cited Paper（領域内Top

1%の被引用数を達成した論文）にレイティングされました。

2015年、米国において、オバマ元大統領が一般教書演説で、

Precision Medicine Initiativeを発表したことにより、いま、先端

的な医学研究では、患者個々人の特性に応じた最適な医療を実

現するための精密医療（Precision Medicine）の研究が世界的

に推進されています。従来の医療では、患者個々人に対する治

療効果や副作用の個人差を十分に予測することができず、疾患

や症状に対して、画一的な医療が行われるのが一般的でしたが

、精密医療は、これらの「個人差」を規定する要因を同定し、個人

ごとに最適な医療を提供することをめざしたものとなっています。

これらの「治療効果予測因子」の同定においても、新しい統計数

理・機械学習の方法論に大きな期待がもたれています。

この精密医療の研究においても、大規模な臨床試験のデータの

統合解析を通して、治療効果の個人差に関するより精度の高い

エビデンスを構築するための方法論が、近年、飛躍的に発展して

います。図２は、国内で行われた7つの新世代抗うつ薬の臨床試

験のデータの統合解析を通して、さまざまな患者の背景要因が、

治療効果にどのように関連しているかを調べた研究です。2段階

の多変量メタアナリシスによって、試験ごとの多変量解析の結果

を統合し、統計的な情報の損失なく、個々の要因の影響や交互

作用を評価する方法を新たに開発し（Noma et al., BMC Med

Res Methodol 2019, 19: 33）、その方法を用いて、異なる情報

源によるデータベースの統合解析を行いました。大規模なデータ

の活用により、これまで検出することができなかった、いくつかの

治療効果予測因子の候補となる要因を検出することができまし

た。

図２ 7つの新世代抗うつ薬の臨床試験のデータの統合解析。新

たに開発した、２段階多変量メタアナリシスの方法によって、試験

ごとの多変量解析の結果を効率の損失なく統合し、評価を行っ

た（Noma et al. J Affect Disord 2019, 250: 419-424; Imai et

al. Eur Arch Psychiatry Clin Neurosci 2021, 271: 521-526）。

図１ 認知行動療法のネットワークメタアナリシス。Care-as-

usualを対照とした比較解析の結果（Cuijpers, Noma et al.,

JAMA Psychiatry 2019, 76: 700-707）。
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